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周
知
の
よ
う
に
社
会
教
育
法
第
17
条

は
、
社
会
教
育
の
振
興
を
目
的
と
し
て
、

社
会
教
育
委
員
（
社
教
委
員
）
の
職
務

を
規
定
し
て
い
る
が
、
社
会
教
育
の
振

興
に
対
す
る
社
教
委
員
の
役
割
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
。
全
国
社
会
教
育
委

員
連
合
（
社
教
連
）
の
定
款
第
3
条
は
、

社
教
連
の
目
的
を
①
全
国
の
社
教
委
員

の
資
質
と
職
責
の
向
上
に
努
め
、
②
社

会
教
育
関
係
者
と
の
連
絡
協
力
体
制
を

確
立
し
、
社
会
教
育
に
関
す
る
諸
事
業

を
行
い
社
会
教
育
の
振
興
に
寄
与
す
る

こ
と
と
謳
っ
て
い
る
。

全
国
で
は
、
多
く
の
社
教
委
員
が
社

会
教
育
の
振
興
の
た
め
に
そ
の
地
域
の

特
質
や
実
態
を
ふ
ま
え
た
多
様
な
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う

な
活
動
は
、
案
外
限
定
さ
れ
た
地
域
内

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
そ

れ
ら
の
活
動
の
独
自
性
や
魅
力
あ
る
活

動
内
容
が
、
他
地
域
の
社
教
委
員
に
伝

わ
り
に
く
い
場
合
も
あ
る
と
い
え
よ

う
。
そ
こ
で
社
教
連
に
は
そ
の
よ
う
な

活
動
を
全
国
の
社
教
委
員
に「
広
め
る
」

べ
く
、「
仲
介
的
役
割
」
を
通
じ
て
情

報
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
社
教
委
員
の
資
質
と
職

責
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
そ
の
際
、
単
に
情
報
発
信
す
る

の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、そ
の
活
動
を「
客

観
化
」
し
、
社
会
教
育
の
見
方
や
考
え

方
等
を
提
示
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

こ
の
こ
と
は
全
国
の
社
教
委
員
の
活
動

の
礎
を
つ
く
る
と
同
時
に
、
社
会
教
育

関
係
者
相
互
の
連
絡
協
力
体
制
を
確
立

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
社
教
連
で

あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
「
存
在
」

が
十
分
認
知
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。
全
国
の
社
教
委
員
は
、
社
会
教
育

に
関
す
る
新
し
い
視
点
や
地
域
の
社
会

教
育
の
向
上
に
関
す
る
、
わ
か
り
や
す

い
支
援
を
求
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

今
後
、
全
社
教
委
員
と
社
教
連
が
「
往

還
」
的
活
動
を
通
し
て
意
思
疎
通
を
図

る
こ
と
が
、
更
な
る
社
会
教
育
の
発
展

に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
全
社
教

委
員
と
社
教
連
の
「
小
さ
な
」
関
わ
り

の
積
み
重
ね
が
、
今
後
さ
ら
に
「
大
き

な
」
活
動
の
輪
に
な
っ
て
い
く
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

第
68
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会
は

近
畿
地
区
・
大
阪
府
を
開
催
地
と
す
る

こ
と
が
、
先
の
総
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
日
程
や
開
催
地
な
ど
は
今

後
、
大
阪
府
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議

会
を
中
心
に
検
討
さ
れ
、
総
会
等
で
報

告
・
承
認
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
令
和
６
・
７
年
度
全
国
大
会

及
び
地
区
大
会
の
開
催
予
定
情
報
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

随
時
更
新
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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社
会
教
育
委
員
と

社
教
連

―
小
さ
な「
関
わ
り
」か
ら

大
き
な「
輪
」へ
ー

全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
顧
問

大
分
市
社
会
教
育
委
員
長

山
崎
清
男

第
68
回
全
国
大
会
は

（
令（

２
０
２
６
）

和
８
年
度
）大
阪
府
で
開
催
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令
和
５
年
11
月
８
日
か
ら
３
日
間
に

わ
た
っ
て
、
宮
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
宮

崎
大
会
は
、「
つ
な
ぎ
・
つ
な
が
り
・

つ
な
げ
よ
う
！
未
来
へ
の
た
す
き
！
～

日
本
の
ひ
な
た
宮
崎
か
ら
は
じ
ま
る
明

日
の
社
会
教
育
～
」
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
全
国
各
地
か
ら
延
べ
二
千
百
人

を
超
え
る
方
に
御
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。全

体
会
（
９
日
）
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み

や
ざ
き
犬
」
が
会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
る
中
、「
宮
崎
フ
ラ
協
会
」
が
フ

ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
南
国
宮
崎
の
温

暖
な
気
候
を
彷
彿
と
さ
せ
る
リ
ズ
ム
と
、

団
員
の
華
や
か
な
踊
り
で
会
場
全
体
の

緊
張
感
が
一
気
に
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
終
了
後
は
、
日
本
文
学
者
で

國
學
院
大
学
教
授
の
上
野
誠
氏
と
、
歌

人
で
宮
崎
県
立
図
書
館
名
誉
館
長
の
伊

藤
一
彦
氏
に
よ
る
特
別
対
談
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

「
時
代
を
つ
な
ぐ『
こ
こ
ろ
』の
普
遍

性
～
神
話
と
牧
水
の
ふ
る
さ
と
宮
崎
か

ら
生
涯
学
習
の
在
り
方
を
再
考
す
る

～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
お
二
人
の
こ

れ
ま
で
の
体
験
談
に
加
え
、
専
門
分
野

で
あ
る
和
歌
や
短
歌
に
ふ
れ
な
が
ら
話

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
軽
妙
な
掛
け
合

い
の
中
に
、「
こ
こ
ろ
の
ゆ
と
り
」「
出

会
い
を
大
切
に
」
と
い
っ
た
、
社
会
教

育
へ
の
向
き
合
い
方
の
土
台
と
な
る
お

言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

そ
の
後
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
長

鶴
美
佐
子
氏
の
進
行
の
も
と
、「
誰
も

が
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
地
域
社
会

の
実
現
～
社
会
教
育
の
学
び
を
生
か
し
、

人
と
人
を
つ
な
ぐ
～
」
の
テ
ー
マ
で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

５
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
（
西
祐
樹
氏
、

小
林
由
枝
氏
、
松
下
尚
明
氏
、
竹
内
一

久
氏
、
清
國
祐
二
氏
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
紹
介
を
さ
れ
た
後
、
各
取
組
に
対

し
て
、
お
互
い
が
異
な
る
立
場
か
ら
質

問
し
合
い
な
が
ら
、
経
験
を
更
に
深
く

掘
り
さ
げ
る
よ
う
な
形
で
意
見
交
流
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

「
ま
ず
動
き
始
め
る
」「
頑
張
り
す

ぎ
な
い
」「
活
動
を
楽
し
む
」な
ど
、テ
ー

マ
の
本
質
に
つ
な
が
る
発
言
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。

分
科
会
（
10
日
）
は
、
３
会
場
に
て
、

「
学
校
・
地
域
の
連
携
・
協
働
」「
家
庭

教
育
支
援
」「
高
齢
者
と
社
会
教
育
」「
地

域
の
活
性
化
」「
社
会
教
育
委
員
の
役

割
」
の
５
つ
の
テ
ー
マ
で
意
見
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

各
分
科
会
で
は
、
２
つ
の
先
進
事
例

の
発
表
を
も
と
に
、
会
場
か
ら
の
質
問

も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
研
究
主
題
で
あ

る
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域
を
創
る
社
会

教
育
の
実
践
」
に
迫
る
白
熱
し
た
意
見

交
流
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
は
、
改
め
て
都
道
府
県

を
越
え
て
、
参
加
者
同
士
が
同
じ
空
間

の
中
で
貴
重
な
時
間
を
共
有
す
る
こ
と

の
良
さ
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
た
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

振
り
返
れ
ば
、
昨
年
度
準
備
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、「
宮
崎
県
に
来
て
よ
か
っ

た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
大

会
と
な
る
よ
う
準
備
や
当
日
の
運
営
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
、「
会
場
ス
タ
ッ
フ
皆

さ
ん
が
笑
顔
で
接
し
て
く
だ
さ
っ
て
、

温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。」
と

い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
、
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
、
宮
崎
大
会
に
御
参

加
い
た
だ
い
た
皆
様
を
は
じ
め
、
運
営

に
携
わ
っ
た
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
大
会
を
機
に
、
ぜ
ひ
「
日
本

の
ひ
な
た
」
宮
崎
へ
の
御
来
県
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
の
茨
城
大
会
が
よ
り

充
実
し
た
大
会
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈

念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

第
65
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会
宮
崎
大
会
を
終
え
て

第
65
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会
宮
崎
大
会

実
行
委
員
会
委
員
長

井
﨑

高
信
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彰往考来～人をつくり 人をつなぎ 地域をつくる 未来の社会教育～

　徳川光圀公は、明暦３年（1657）に史局を設けて大日本史編纂事業に着手し、水戸藩主就任後の寛文
12年（1672）、この史局を「彰考館」と名づけました。彰考とは晋代の杜預『左氏伝』の序にある「彰往
考来」に拠ったものです。「過去を明らかにして未来を考える」という意味であり、これからの社会教
育活動を実践していく上で必要なことと考え、テーマに設定しました。
　従来より子どもたちの体験活動不足と、それに伴う諸問題が指摘されておりますが、近年は、それ
に加えて不登校・引きこもりの増加、貧困・ヤングケアラーなど子どもたちの健全な成長を阻む問題
が生じており、その解決が望まれております。
　国の動向に目を向けると、令和５年４月には “こどもまんなか社会” を実現するために「こども家庭
庁」が発足されるとともに、“子どもの権利を守る”ための法律である「こども基本法」が施行されました。
私たちには、地域において子どもの健全な成長を支援するために、世代や立場を超えたつながりを生
み出し、子どもを取り巻く問題の解決に地域ぐるみで取り組んでいけるような社会教育のあり方につ
いて検討し、実践していくことが求められています。
　そのような中、光圀公所縁の地である茨城県水戸市に全国各地から社会教育関係者が集まり、子ど
もたちを取り巻く様々な問題を考察し、解決を目指した実践活動について協議を重ね、より充実した
実践を目指していくことは意義のあることと思います。

茨城県社会教育委員連絡協議会会長
第66回全国社会教育研究大会茨城大会実行委員長　稲葉　里子

●大会の概要
１　研究主題 誰一人として取り残さない社会を目指す社会教育のあり方

～子どもたちの健全な成長を支える～

２　期　　日 令和６年10月23日（水）～25日（金）

３　会　　場 水戸市民会館（水戸市泉町1丁目7番1号）

４　大会日程

５　分 科 会

分科会 テーマ 分科会 テーマ

１ 地域と学校の連携・協働 ４ 社会的包摂の実現

２ 家庭教育の充実支援 ５ 社会教育委員の役割

３ 若者の主体的活動の促進

６　大会参加費

　　5,000円／人（大会資料代等）

ご案内
第66回全国社会教育研究大会茨城大会
第55回関東甲信越静社会教育研究大会茨城大会
第10回関東近県生涯学習・社会教育実践研究交流会
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北
海
道
地
区

未
来
に
向
け
た

社
会
教
育
活
動
の
在
り
方

第
62
回
北
海
道
社
会
教
育
研
究
大
会

（
空
知
大
会
）
は
、
10
月
20
日
に
長
沼

町
役
場
を
拠
点
会
場
に
３
５
４
人
の
参

加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
実
行

委
員
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状

況
等
を
踏
ま
え
、
慎
重
に
議
論
を
積
み

重
ね
、
１
日
日
程
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
と
し
ま
し
た
。

午
前
は
、
開
会
式
・
永
年
勤
続
功
労

表
彰
式
の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
む
す
び

副
理
事
長
兼
ネ
イ
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ
寺
子

屋
代
表
大
畑
伸
幸
氏
の
特
別
講
演
、
藤

女
子
大
学
准
教
授
松
田
剛
史
氏
の
基
調

講
演
を
ラ
イ
ブ
配
信
し
ま
し
た
。

午
後
は
、
４
分
科
会
を
設
定
し
、
ブ

レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、
よ
り
自
由
な
発
言
が
で
き
る
よ
う

工
夫
し
ま
し
た
。
会
場
に
よ
って
は
、
司

会
者
の
誘
導
に
よ
り
、
対
面
方
式
に
近
い

討
議
が
展
開
で
き
て
い
た
グ
ル
ー
プ
も
あ

り
、活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
の
成
果
が
こ
れ
か
ら
の
社
会

教
育
の
推
進
に
当
た
っ
て
の
課
題
解
決

や
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
心
か
ら

願
う
と
と
も
に
、
多
く
の
皆
様
の
参
加

と
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
62
回
北
海
道
社
会
教
育
研
究
大
会
（
空
知
大
会
）
兼

全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

大
会
長

岩
野

真
志

東
北
地
区

少
子
高
齢
化
・
人
生
１
０
０
年
時
代

に
お
け
る
社
会
教
育
の
あ
り
方

～
学
び
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化

に
向
け
て
～

令
和
５
年
度
東
北
地
区
社
会
教
育
研

究
大
会
は
、
全
国
公
民
館
研
究
集
会
及

び
東
北
地
区
公
民
館
大
会
と
合
同
開
催

に
て
10
月
13
日
東
北
福
祉
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
を
拝
借
致
し
て
行
い
ま
し
た
。

当
初
は
集
合
開
催
を
予
定
い
た
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
於
け
る

準
備
期
間
中
で
も
あ
り
急
遽
参
加
対
象

を
全
国
及
び
東
北
各
県
の
市
町
村
社
会

教
育
委
員
、公
民
館
関
係
者
、学
校
教
育

関
係
者
、
各
教
育
関
係
団
体
や
社
会
教

育
に
関
心
の
あ
る
方
と
し
、
開
催
場
所

も
縮
小
し
集
合
は
宮
城
県
内
の
２
０
０

人
、
県
外
参
加
に
つ
き
ま
し
て
は
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
形
式
１
０
０
人
（
ヶ
所
）

を
目
途
に
準
備
に
当
た
り
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
対
面
形
式
の
宮
城
県
内

参
加
者
は
２
３
６
名
、そ
の
他
各
県（
全

国
含
む
）
参
加
者
は
１
６
７
名
（
※
集

合
開
催
の
集
合
人
数
は
含
ま
ず
）、
総

勢
４
０
３
名
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

分
科
会
も
①
「
求
め
ら
れ
る
社
会
教
育

人
材
」
②
「
地
域
学
校
協
働
活
動
の
充

実
に
向
け
て
」
③
「
青
少
年
に
よ
る
地

域
活
動
の

推
進
」
④

「
多
様
な

主
体
が
つ

な
が
る
公

民
館
」
の

四
つ
に

絞
っ
て
の

開
催
で
し

た
。
尚
、

間
も
な
く

大
会
記
録

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

も
完
成
予

定
で
あ
り
、
本
会
報
発
刊
頃
に
は
各
地

区
に
配
布
さ
れ
る
予
定
で
す
。

令
和
５
年
度
東
北
地
区

社
会
教
育
研
究
大
会
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長

菅
原
敏
元

関
東
甲
信
越
地
区

今
、改
め
て
考
え
る

「
ふ
れ
あ
い
」を
と
お
し
た

つ
な
が
り
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

～
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
に

向
け
た
社
会
教
育
委
員
の
役
割
～

第
54
回
関
東
甲
信
越
静
社
会
教
育
研

究
大
会
栃
木
大
会
は
、
令
和
５
年
11
月

21
日
㈫
、
22
日
㈬
の
２
日
間
、
栃
木
県

宇
都
宮
市
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
延
べ
約
１
，
２
０
０
人

と
な
り
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

本
大
会
は
前
出
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
教
育
の
在
り
方
や
求

め
ら
れ
る
社
会
教
育
委
員
の
役
割
な
ど

に
つ
い
て
皆
様
と
共
に
考
え
ま
し
た
。

歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン
で
は
、
白
鷗
大

学
ハン
ド
ベル
ク
ワ
イ
ア
の
皆
様
に
、美
し

い
音
色
を
奏
で
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
作
新
学
院
高
等
学

校
硬
式
野
球
部
監
督
の
小
針
崇
宏
氏
か

ら
、
講
演
と
対
談
を
と
お
し
て
、
人
づ

く
り
と
つ
な
が
り
づ
く
り
に
つ
い
て
、

ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
素
敵
な
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

社

会

教

育

研

究

大

会

報

告
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続
く
シ

ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー

の
進
行
の

も
と
、
４

名
の
パ
ネ

リ
ス
ト
に

よ
る
実
践

発
表
・
討

議
を
と
お
し
て
、
ウェル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
実

現
さ
せ
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
５
つ
の
分
科
会
で
、
実

践
事
例
の
発
表
と
参
加
者
と
の
意
見
交

換
を
と
お
し
て
、
社
会
教
育
の
推
進
の

た
め
の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

本
大
会
を
と
お
し
て
、
皆
様
に
新
た

な
気
付
き
が
あ
り
、
同
じ
志
を
持
つ
仲

間
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て
い
れ
ば

幸
い
で
す
。

本
大
会
に
御
参
加
・
御
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
54
回
関
東
甲
信
越
静
社
会
教
育
研
究

大
会
栃
木
大
会
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長

斎
藤

陽
子

東
海
北
陸
地
区

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
！
社
会
教
育

第
54
回
東
海
北
陸
社
会
教
育
研
究
大

会
福
井
大
会
を
、
10
月
12
・
13
日
に
福

井
県
知
事
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
を
迎

え
て
、
福
井
県
生
活
学
習
館
で
開
催
し

ま
し
た
。
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
類
型
変
更
や
感
染
状
況

を
踏
ま
え
、
完
全
対
面
方
式
で
実
施
し
、

２
日
間
で
延
べ
７
５
０
名
を
超
え
る
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
諸
課
題
が
多
様
化
・
複

雑
化
し
、
一
人
で
は
解
決
困
難
な
問
題

が
山
積
す
る
中
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
持
続
可
能

な
社
会
を
目
指
し
、
若
者
も
巻
き
込
ん

だ
新
た
な
社
会
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い

て
研
究
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
福
井
商
業
高
校
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
部
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
Ｏ
Ｇ
に
よ
る

笑
顔
溢
れ
る
ダ
ン
ス
で
始
ま
り
、
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
社
会
教

育
の
若
者
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に

つ
い
て
、
慶
應

義
塾
大
学
特
任

准
教
授

若
新

雄
純
氏
と
福
井

県
の
社
会
教
育

委
員
・
若
手
行

政
職
員
が
熱
く

語
り
合
い
ま
し

た
。２

日
目
は
、

５
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
、
６
県
１
市
の
研
究
実
践
が

発
表
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
・
討
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
に
御
参
加
・
御
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
に
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
54
回
東
海
北
陸
社
会
教
育
研
究
大
会

福
井
大
会
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長

德
本

達
之

近
畿
地
区

地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り
を

育
て
る
社
会
教
育

令
和
５
年
度
近
畿
地
区
社
会
教
育
研

究
大
会
滋
賀
大
会
は
、
９
月
８
日
に
立

命
館
大
学
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ

ス
を
会
場
に
、
約
６
８
０
名
の
参
加
を

得
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
体
会
で
は
、
上
田
洋
平
滋
賀
県
立

大
学
地
域
共
生
セ
ン
タ
ー
特
任
講
師
に

よ
り
、「
こ
こ
で
と
も
に
ぶ
じ
に
生

き
る
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
分
科
会
で
は
「
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
協
働
」「
地
域
づ

く
り
」「
青
少
年
教
育
」「
家
庭
教
育
支

援
」「
人
権
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
実
践

報
告
を
も
と
に
参
加
者
が
討
議
を
し
、

助
言
者
に
総
括
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
究
主
題
「
地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り

を
育
て
る
社
会
教
育
」
は
、
滋
賀
県
実

行
委
員
会
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
教
育

で
何
を
大
切
に
し
て
い
く
か
に
つ
い
て

議
論
し
生
み
出

し
た
も
の
で
す
。

参
加
さ
れ
た
皆

様
が
本
大
会
を

通
じ
、
考
え
受

け
止
め
ら
れ
た

こ
と
を
各
地
域

の
取
組
に
広
げ

て
い
た
だ
く
こ

と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

最
後
に
、
今

大
会
を
開
催
で

き
ま
し
た
の
は
、

ひ
と
え
に
学
び

た
い
と
強
い
思
い
を
持
っ
て
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
大
会
の
準
備
や

運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
関

係
者
の
皆
様
の
お
陰
で
あ
る
と
心
よ
り

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

令
和
５
年
度
近
畿
地
区
社
会
教
育
研
究
大
会

滋
賀
大
会
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長

川
端

一

中
国
・
四
国
地
区

縁
結
び
の
地

島
根
で
学
ぼ
う
、

つ
な
が
ろ
う
、始
め
よ
う
！

～
地
域
の
人
づ
く
り
・
つ
な
が
り
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
～

国
宝
松
江
城
を
仰
ぎ
見
る
島
根
県
民

会
館
を
会
場
に
、
11
月
16
～
17
の
両
日
、

中
国
・
四
国
地
区
を
中
心
に
約
５
０
０
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社
会
教
育
に
携
わ
り

40
年
余
り

私
は
教
職
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
社
会
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た

こ
と
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。
私
が
社
会
教
育
に
関

わ
り
始
め
た
の
は
昭
和
57
年
4
月
か
ら

で
、
玉
村
町
体
育
協
会
の
理
事
を
は
じ

め
、
平
成
13
年
4
月
か
ら
同
協
会
の
会

長
、同
年
4
月
に
町
社
会
教
育
委
員
、平

成
19
年
4
月
か
ら
町
社
会
教
育
委
員
会

委
員
長
、
同
年
5
月
か
ら
県
社
会
教
育

委
員
連
絡
協
議
会
理
事
、
そ
し
て
令
和

5
年
6
月
か
ら
同
協
議
会
長
を
拝
命
し

現
在
に
至
り
ま
す
。
町
社
会
教
育
委
員

会
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
「
サ
ケ
の

放
流
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
本
事

業
は
、12
月
初
旬
に
町
内
の
保
育
園
、幼

稚
園
、小
・
中
学
校
、児
童
館
、一
般
の
希

望
者
に
サ
ケ
の
受
精
卵
を
配
布
し
、
翌

年
3
月
初
め
に
孵
化
し
た
稚
魚
を
育
て

た
人
達
が
利
根
川
に
一
斉
に
放
流
す
る

も
の
で
す
。
平
成
30
年
以
降
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、本
事
業
は
、保
育
園
児

か
ら
小
・
中
学
生
、さ
ら
に
は
大
人
ま
で

多
く
の
町
民
が
関
わ
り
、
受
精
卵
か
ら

稚
魚
に
な
る
ま
で
を
家
庭
等
で
観
察

で
き
、
稚
魚
放
流
を
通
じ
て
子
ど
も
た

ち
が
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
、
生
き
た
社

会
教
育
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
に
か
け
、

身
近
な
地
域
課
題
を
洗
い
出
し
、
資
料

等
を
基
に
調
査
研
究
を
行
い
、
平
成
29

年
度
に
町
教
育
委
員
会
へ
最
初
の
提
言

を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
伝
統

行
事
の
衰
退
」「
ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
の

低
下
」「
子
育
て
の
悩
み
の
増
加
」「
振
り

込
め
詐
欺
等
の
増
加
」「
災
害
時
の
共
助

の
低
下
」
と
い
う
5
つ
の
問
題
に
つ
い

て
、「
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
が
そ

の
問
題
を
解
決
し
う
る
力
を
持
っ
て
い

る
」と
結
論
付
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、提

言
内
容
を
見
直
し
、
よ
り
良
い
玉
村
町

の
社
会
教
育
推
進
の
方
向
性
を
導
き
た

い
と
考
え
、
平
成
30
年
度
に
町
の
健
康

福
祉
課
が
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、

提
言
内
容
に
関
す
る
質
問
事
項
を
追

加
し
て
調
査
を
行
い
、
住
民
意
識
を
研

究
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
か
ら
「
防
災

教
育
」
に
重
点
を
置
き
、
令
和
3
年
度

に
「
地
域
の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

つ
く
る
防
災
教
育
」
を
提
言
し
ま
し
た
。

今
後
も
町
、
そ
し
て
県
の
社
会
教
育
推

進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

人
の
参
加
者
を

迎
え
、
第
45
回

中
国
・
四
国
地

区
社
会
教
育

研
究
大
会
島

根
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

浜
田
商
業
高

校
郷
土
芸
能
部

に
よ
る
石
見
神

楽「
大オ
ロ
チ蛇
」は
、圧
巻
の
演
舞
で
あ
り
、演

舞
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
高
校
生
の
地

域
に
対
す
る
熱
い
思
い
に
触
れ
、ス
タ
ー
ト

か
ら
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

続
く
明
石
要
一
先
生
の
基
調
講
演
は
、

わ
か
り
や
す
く
、
会
場
の
参
加
者
も
巻

き
込
み
な
が
ら
笑
顔
あ
ふ
れ
る
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
初
日
の
最
後
は
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。テ
ー
マ
を「
開

か
れ
、
つ
な
が
る
社
会
教
育
の
実
現
に

向
け
て
」
と
し
、
県
内
の
実
践
者
３
名

を
パ
ネ
ラ
ー
に
迎
え
、
あ
っ
と
い
う
間

に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

２
日
目
は
４
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
２
つ
の
事
例
を
も

と
に
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
教
育
を
大
切
に
守
り
、
育
て
て

き
た
島
根
県
ら
し
さ
を
感
じ
て
帰
っ
て

い
た
だ
け
て
い
た
ら
幸
い
で
す
。

本
研
究
大
会
に
御
協
力
、
ま
た
、
御

参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

第
45
回
中
国
・
四
国
地
区
社
会
教
育
研
究
大
会
島
根
大
会

実
行
委
員
長

有
馬
毅
一
郎

政
令
指
定
都
市
大
会

令
和
５
年
度
指
定
都
市
社
会
教
育
主

管
課
長
会
議
及
び
社
会
教
育
委
員
連
絡

協
議
会
は
、
令
和
５
年
７
月
５
日
㈬
、
６

日
㈭
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
議
で
は
、
左
記
の
議
題
１
及
び
議

題
２
に
つ
い
て
諮
ら
れ
、
両
議
題
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
両
会
議
共
通
】

▼
議
題
１

提
案
協
議
題
に
つ
い
て

開
催
市
で
割
り
当
て
た
両
会
議
の
協

議
題
に
つ
い
て
、
各
都
市
か
ら
の
回
答

報
告
書
の
資
料
を
も
と
に
質
問
や
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

▼
議
題
２
一
般
社
団
法
人
全
国
社
会
教

育
委
員
連
合
表
彰
者
の
推
薦
に
つい
て

表
彰
候
補
者
２
名
の
推
薦
を
提
案
し
た
。

川
崎
市

奥
平
亨
／
堺
市

林
美
輝

今
回
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
で
行
い
ま
し
た

が
、活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ご
担
当
者
様
に
は
当
会
議
に
向
け
た

各
種
資
料
の
提
出
、
回
答
等
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
開
催
都
市
に

つ
い
て
は
、
開
催
順
に
基
づ
き
、
京
都

市
と
な
り
ま
し
た
。

政
令
指
定
都
市
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
事
務
局

横
浜
市
教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
文
化
財
課
長
小
野
寺
紀
子

群馬県社会教育委員
連絡協議会

会長　金子文雄

北
か
ら
南
か
ら
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全
て
の
人
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を

実
現
す
る
た
め
に

少
子
高
齢
化
な
ど
現
代
に
お
け
る
社

会
の
急
激
な
変
化
は
、
個
人
と
社
会
の

関
係
、
住
民
と
行
政
と
の
関
係
に
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
や
貧
困
と

い
っ
た
福
祉
的
な
課
題
の
増
加
な
ど
を

背
景
に
、
学
校
が
抱
え
る
課
題
も
複
雑

化
・
多
様
化
し
、
社
会
全
体
で
子
ど
も

の
育
ち
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

教
育
振
興
基
本
計
画
で
は
、
子
ど
も
た

ち
一
人
一
人
が
幸
福
や
生
き
が
い
を
感

じ
ら
れ
る
学
び
を
保
護
者
や
地
域
の

人
々
と
と
も
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
で
、

学
校
に
携
わ
る
人
々
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
が
高
ま
り
、
そ
の
広
が
り
が
一
人

一
人
の
子
ど
も
や
地
域
を
支
え
、
更
に

は
世
代
を
超
え
て
循
環
し
て
い
く
と
い

う
在
り
方
が
求
め
ら
れ
る
と
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
ま
さ
に
社
会
教
育
に
よ
る「
学
び
」

を
通
じ
て
人
々
の「
つ
な
が
り
」や「
か

か
わ
り
」
を
作
り
出
し
、
協
力
し
合
え

る
関
係
と
し
て
の
土
壌
を
耕
し
、
地
域

に
お
い
て
人
々
の
関
係
を
共
感
的
・
協

調
的
も
の
に
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
地
域

の
人
々
の
関
係
は
持
続
的
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
と
な
り
、
ひ
い
て

は
社
会
全
体
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。「
人

づ
く
り
・
つ
な
が
り
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
」
の
循
環
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け

る
個
人
と
地
域
全
体
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
の
向
上
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
で
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
作
り
、
協
調
的
な
幸

福
感
を
紡
ご
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
人

た
ち
が
自
信
と
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

福
岡
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会

で
は
、「
人
づ
く
り
・
つ
な
が
り
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
社
会
教
育

委
員
の
資
質
向
上
や
委
員
の
会
議
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
、
社
会
教
育
研
究

大
会
の
実
施
や
情
報
の
収
集
・
提
供
に

努
め
て
い
ま
す
。
子
ど
も
・
若
者
を
含

む
主
体
的
な
住
民
参
画
と
そ
れ
を
支
援

す
る
行
政
の
相
乗
効
果
で
、
地
域
住
民

の
健
康
・
住
み
や
す
さ
・
住
民
満
足
度

等
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
向
上
す
る

こ
と
を
願
い
、
社
会
教
育
委
員
の
一
人

と
し
て
自
ら
学
び
・
活
動
し
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
委
員
と
し
て

一
、
社
会
教
育
っ
て
何
？

私
が
王
寺
町
の
社
会
教
育
委
員
に
任

命
さ
れ
て
23
年
に
な
り
ま
す
。
委
員
を

引
き
受
け
た
当
時
は
何
を
す
れ
ば
良
い

の
か
わ
か
ら
ず
、
自
分
自
身
社
会
教
育

に
対
し
て
理
解
が
出
来
て
い
な
い
と
こ

ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
社
会
教

育
委
員
に
つ
い
て
町
の
関
係
団
体
に
所

属
し
な
い
限
り
、
社
会
教
育
委
員
の
存

在
自
体
を
認
識
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

の
が
現
実
で
し
た
。

二
、
研
究
大
会
に
参
加
し
て

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
私
自
身
が

も
っ
と
社
会
教
育
の
こ
と
を
し
っ
か
り

説
明
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
い
け

な
い
と
思
い
、
研
究
大
会
な
ど
に
足
を

運
び
ま
し
た
。
色
々
な
地
域
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
社
会
教
育
委
員
の
方
々
と
交

流
す
る
中
で
、
み
な
さ
ん
が
自
分
の
住

む
地
域
を
と
て
も
大
切
に
思
っ
て
お
ら

れ
、
地
域
の
た
め
に
働
く
事
を
惜
し
ま

ず
、
自
分
の
住
む
地
域
で
足
り
な
い
も

の
は
何
だ
ろ
う
と
い
う
追
求
心
を
も
っ

て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
そ
う
い
う
方
々
と
交
流
し
、

私
も
自
分
の
地
元
の
良
い
と
こ
ろ
や
足

り
な
い
と
こ
ろ
を
色
々
考
え
ま
し
た
。

そ
し
て
私
自
身
地
元
に
戻
っ
て
何
を
す

れ
ば
良
い
の
か
考
え
る
き
っ
か
け
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

三
、
こ
れ
か
ら

今
の
時
代
は
多
様
性
と
い
う
言
葉
で
、

個
々
の
考
え
や
行
動
に
踏
み
込
め
な
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
お
互
い
の

気
持
ち
を
語
り
合
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
機
会

を
多
く
作
る
た
め
に
も
社
会
教
育
の
場

は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

社
会
教
育
委
員
が
そ
う
い
う
場
を
設
け

る
事
に
関
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私

の
役
割
と
し
て
、
機
会
が
あ
る
た
び
に

一
人
で
も
多
く
の
方
に
社
会
教
育
へ
の

関
わ
り
や
社
会
教
育
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
く
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

奈良県社会教育委員
連絡協議会

会長　髙島幸子

福岡県社会教育委員
連絡協議会

会長　久保ひろみ
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理
事
会
・
総
会
報
告

●
令
和
５
年
度

第
３
回
理
事
会
、第
２
回
総
会
の
開
催

令
和
５
年
度
第
３
回
理
事
会
は
、
全

国
社
会
教
育
研
究
大
会
宮
崎
大
会
の
第
一

日
目
、
11
月
８
日
㈬
に
、
第
２
回
総
会
は

11
月
９
日
㈭
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
及
び
総
会
の
議
題
等
は
次
の

と
お
り
で
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
３
号
議
案
の
第
68
回
全
国
社

会
教
育
研
究
大
会
は
近
畿
地
区
・
大
阪
府

を
開
催
地
と
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

【
議
事
】（
☆
印
は
理
事
会
で
は
議
事
、
総
会

で
は
報
告
）

第
１
号
議
案

第
66
回
全
国
社
会
教
育

研
究
大
会（
茨
城
大
会
）に
つ
い
て

第
２
号
議
案

第
67
回
全
国
社
会
教
育

研
究
大
会（
岩
手
大
会
）に
つ
い
て

第
３
号
議
案

第
68
回
全
国
社
会
教
育

研
究
大
会
の
開
催
地
区
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

理
事
の
退
任
及
び
選
任

に
つ
い
て

退
任
森
川
知
史（
京
都
府
社
会
教
育
委
員

連
絡
協
議
会
会
長
）

 
 

牧
野

篤（
横
浜
市
社
会
教
育
委
員

会
議
議
長
）

選
任
京
谷
安
泰（
京
都
府
社
会
教
育
委
員

連
絡
協
議
会
会
長
）

 
 

稲
葉
里
子（
茨
城
県
社
会
教
育
委
員

連
絡
協
議
会
会
長
）

第
５
号
議
案（
☆
）
特
別
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て

定
款
第
31
条
に
規
定
す
る「
特
別
委
員

会
」と
し
て
、
①
機
関
誌『
社
教
情
報
』編

集
委
員
会
、
②『
新
・
社
会
教
育
委
員
の

た
め
の
Ｑ
＆
Ａ
』（
仮
称
）
編
集
委
員
会
、

③「
新
規
事
業
構
想
検
討
委
員
会
」（
仮

称
）の
３
つ
の
委
員
会
を
設
置
す
る
。

【
報
告
】

１

会
長
及
び
常
務
理
事
の
職
務
の
執

行
状
況
に
つ
い
て

２

令
和
５
年
度
社
会
教
育
委
員
活
動
活

性
化
セ
ミ
ナ
ー
及
び
助
成
事
業
について

令
和
５
年
度
は
い
ず
れ
も
応
募
無
し

３

表
彰
状
及
び
賞
状
筒
の
形
態
変
更

に
つ
い
て

︻
そ
の
他
︼

○
今
後
の
総
会
等
の
日
程
につい
て（
後
述
）

事
務
局
担
当
者
会
議
を
開
催

第
65
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会
宮

崎
大
会
の
第
一
日
目
の
11
月
８
日
㈬
に
、

都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
社
会
教
育
委

員
連
絡
協
議
会
等
事
務
局
担
当
者
会
議

が
昨
年
度
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
、
32
県

３
市
か
ら
48
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

会
議
で
は「
県
の
社
会
教
育
委
員
連
絡

協
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

し
て
、
２
つ
の
県
の
協
議
会
の
事
務
局
担

当
者
か
ら
事
例
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

・
新
潟
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会

事
務
局

猪
又
慶
太
氏

・
福
岡
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会

事
務
局

金
ケ
江
正
大
氏

発
表
は
、
協
議
会
の
組
織
や
ブ
ロ
ッ
ク

な
ど
の
形
態
の
概
要
、
会
議
や
研
修
の
回

数
の
説
明
に
加
え
、
手
引
き
等
発
行
物

を
回
覧
し
な
が
ら
内
容
や
発
行
頻
度
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
社
教
連

へ
の
期
待
も
述
べ
ら
れ
、
内
容
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
し
た
。

事
例
発
表
を
踏
ま
え
た
全
体
討
議
で

は
、
①
発
行
物
の
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
、
②

運
営
費
の
財
源
、
③
研
修
の
あ
り
方
︱

対
象
や
悉
皆
等
の
形
態
、
④
県
社
連
の

業
務
以
外
で
担
当
し
て
い
る
所
属
課
の
業

務
な
ど
に
つ
い
て
、
幅
広
く
情
報
と
意
見

の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

終
了
後
に
は「
他
県
や
他
の
担
当
者
の

事
例
が
聞
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
営
方
法

が
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
」、「
参
考
に
し
た

い
の
で
刊
行
物
を
い
た
だ
き
た
い
」、「
こ

う
い
う
機
会
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
会
議
予
定

◆
令
和
５
年
度
第
４
回
理
事
会
・
第
３
回
総
会

期
日
:
令
和
６
年
３
月
１
日
㈮

時
間
:
理
事
会
／
11
時
～
12
時
30
分

総

会
／
14
時
30
分
～
16
時

会
場
:
日
本
弘
道
会
ビ
ル（
東
京
都
千

代
田
区
西
神
田
）

◆
令
和
６
年
度
第
１
回
理
事
会
・
総
会

期
日
:
令
和
６
年
５
月
31
日
㈮

時
間
:
理
事
会
／
11
時
～
12
時
30
分

総

会
／
14
時
30
分
～
16
時

　
　
　

※
い
ず
れ
も
時
間
帯
は
予
定

会
場
:
日
本
弘
道
会
ビ
ル（
東
京
都
千

代
田
区
西
神
田
）

◆
令
和
６
年
度
第
２
回
理
事
会

期
日
:
令
和
６
年
10
月
23
日
㈬

時
間
:
14
時
～
15
時
30
分

会
場
:
水
戸
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
令
和
６
年
度
第
２
回
総
会

期
日
:
令
和
６
年
10
月
24
日
㈭

時
間
:
10
時
～
11
時

会
場
:
水
戸
市
民
会
館

◆
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
社
会
教
育
委

員
連
絡
協
議
会
等
事
務
局
担
当
者
会
議

期
日
:
令
和
６
年
10
月
23
日
㈬

時
間
:
16
時
～
17
時
30
分

会
場
:
水
戸
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
令
和
６
年
度
第
３
回
理
事
会
・
総
会

期
日
:
令
和
６
年
２
月
下
旬
又
は
３
月
上
旬

時
間
:
理
事
会
／
11
時
～
12
時
30
分

総

会
／
14
時
30
分
～
16
時

　
　
　

※
い
ず
れ
も
時
間
帯
は
予
定

会
場
:
日
本
弘
道
会
ビ
ル（
東
京
都
千

代
田
区
西
神
田
）




